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はしがき

この報告書は， 2005年11月21日から11月25日まで，自本数理生物学会の後援を

受けて京都大学数理解析研究所で開催された研究集会「第2回生物数学の理論とそ

の応用」（Theoryof Bio-Mathematics and Its Applications）の記録である．

本研究集会は， 2004年11月一12月に数理解析研共同研究集会「生物数学の理

論とその応用jに引き続いて開催された.2004年の同研究集会は「個体群・生物群集

の数理J「走性の数理J「進化生物の数理Jf感染症の数理」の4つのミニシンポと中圏

西南師範大学教授のWendiWang氏の特別講演をはじめとして54の講演が行われた．

カオスに代表されるように生物数学におけるダイナミクスは数学者だけにとどまら

ず幅広い関心を呼んでいる．生物数学から生まれた，生物のロバストな共存を表すパ

ーマネンスやパーシステンスといった新しい数学的概念は，力学系の安定性や振動と

いった従来の概念を超えたものであり，その研究は数学の新しい分野を切り開くだけ

でなく現実問題（種の多様性や絶滅リスク，伝染病や害虫の広がり，さまざまな最適化

問題）の解決に有益な指標を与えている．本研究集会では，力学系にとどまらず幅広

く生物数学に関連する数理について研究交流・討論した．同時に解析理論・手法，お

よびそれらの生物学における（非線形）現象解析に応用する研究の発展を目指した．

具体的には

1.ユトレヒト大学 HansHeesterbeek教授講演：

2.テーマを絞ったMini-S抑npo:

・感染症の数理II（東大：稲葉寿氏）

・確率過程と格子モデノレ数理（静大：泰中啓一氏）

・生物が作る空間パターンのダイナミクス（同志社大：重定南奈子氏）

・数理モデルとパーマネンス（九大：今隆助氏，静大：驚藤保久氏）

・免疫の数理（岡山大：梶原毅・佐々木徹氏）：

3.一般講演

を行った．

第2回研究集会は第1回研究集会を上回る116名の参加があり，熱気にあふれた

雰囲気の中で行われた．特別講演のHansHeesterbeek教授やミニシンポジュウムを成

功させていただいた7名の先生をはじめとして，ご協力くださった皆様に厚くお礼を申

し上げたい．また旅費援助をはじめとしてさまざまな面でお世話になった数理解析研

究所に感謝します．

本報告書が参加者の方々はもちろん，多くの方に役立つことを願っている．なお，

「第3回生物数学の理論とその応用jが2006年12月に開催されます．

2006年5月19日

竹内康博（静岡大学・創造科学技術大学院）
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